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(57)【要約】
【課題】所定の操作により、最新の番組を再生できるよ
うにした記録制御装置及び記録制御装置の制御方法を提
供する。
【解決手段】録画予約を設定する番組予約情報登録部（
５６ａ１）と、前記番組予約情報登録部により前記設定
された録画予約対象となる番組を記録媒体に記録する記
録制御部（５６ａ４）とを含む。そして所定の操作に応
じて、再生制御部が前記録画予約により、最後に前記記
録媒体に記録した番組を再生する。再生制御部により再
生された出力は表示部に出力される。
【選択図】　　　図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送波に含まれる番組情報に基づいて、所定コンテンツが含まれる番組の録画予約を登
録する番組予約情報登録部と、
　記録媒体の前記録画予約に対応する番組が記録される記録領域のうち、当該記録済みの
前記所定コンテンツが含まれる番組が記録された記録領域に上書きして、前記録画予約に
対応する前記所定コンテンツが含まれる新たな番組を記録する記録制御部とを具備したこ
とを特徴とする記録制御装置。
【請求項２】
　放送波に含まれる番組情報に基づいて、所定コンテンツが含まれる番組の録画予約を登
録する番組予約情報登録部と、
　記録媒体の、前記所定コンテンツが含まれる記録済みの番組を削除をした後、当該削除
に伴って設けられた記録媒体の空き領域に前記録画予約に対応する前記所定コンテンツが
含まれる新たな番組を記録する記録制御部とを具備したことを特徴とする記録制御装置。
【請求項３】
　前記所定コンテンツは、天気予報またはニュースの少なくともいずれかであることを特
徴とする請求項１又は２記載の記録制御装置。
【請求項４】
　前記記録媒体に最後に記録された前記所定コンテンツが含まれる番組を再生するよう制
御する再生制御部を有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の記録制御装
置。
【請求項５】
　前記所定コンテンツが含まれる番組のうちの最後に記録した番組の再生の指示は、リモ
ートコントローラに設けられた専用キーにより実行されることを特徴とする請求項４記載
の記録制御装置。
【請求項６】
　放送波に含まれる番組情報に基づいて、所定コンテンツが含まれる番組の録画予約を登
録し、
　記録媒体の前記録画予約に対応する番組が記録される記録領域のうち、当該記録済みの
前記所定コンテンツが含まれる番組が記録された記録領域に上書きして前記録画予約に対
応する前記所定コンテンツが含まれる新たな番組を記録することを特徴とする記録制御装
置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、記録制御装置及び記録制御装置の制御方法に関するもので、例えば電子番
組案内（ＥＰＧ）情報を利用して所望の番組を記録媒体に自動録画する方法及び装置であ
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、記録媒体としてのハードディスク、光ディスクなどの情報記録媒体は、その記憶
容量が増大している。このために、これらの媒体を利用した記録再生装置を例えばテレビ
ジョン受信機に接続し、所望の番組を記録媒体に自動録画する方法及び装置がある。自動
録画機能及び自動録画再生装置を実現するために、電子番組案内情報を用いて番組録画予
約情報が作成される。また、所望のジャンルを指定すると、自動的に電子番組案内情報か
ら当該ジャンルに相当すると思われる番組をサーチして、録画予約情報を自動的に設定す
る装置も考えられている（例えば特開２００４－２２０６９６公報）。
【０００３】
　上記したように電子番組案内情報或いはマニュアルにより、作成された番組録画予約情
報（予約番組の放送開始時間及び終了時間などを含む）は、メモリに格納されて、装置は
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待機状態となる。そしてタイマーにより、予約番組の放送開始時間が検出されたとき、こ
の放送時間帯の予約番組の録画が実行される。
【特許文献１】特開２００４－２２０６９６公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら従来の装置であると、予約している複数の番組或いはジャンルの番組の全
てを録画している。例えば時間帯の異なる複数のニュース番組が予約されていると、これ
らの番組の全てが録画されることになる。
【０００５】
　しかしユーザにとっては、最新のニュースを視聴すれば、ことが足りる場合があり、古
いニュース番組は、せっかくの録画がむだになる場合がある。また、天気予報についても
、最新の天気予報番組を見ればよく、録画した古い天気予報番組が無駄になる場合がある
。
【０００６】
　そこでこの発明では、所定の操作により、最新の番組を再生できるようにした記録制御
装置及び記録制御装置の制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するためにこの発明の一面では、放送波に含まれる番組情報に基づい
て、所定コンテンツが含まれる番組の録画予約を登録する番組予約情報登録部と、記録媒
体の前記録画予約に対応する番組が記録される記録領域のうち、当該記録済みの前記所定
コンテンツが含まれる番組が記録された記録領域に上書きして、前記録画予約に対応する
前記所定コンテンツが含まれる新たな番組を記録する記録制御部とを具備したことを特徴
とする。
【発明の効果】
【０００８】
　上記の手段により、無駄なく最新の番組を再生できるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照しながらこの発明の一実施の形態を説明する。まずこの発明が適用さ
れた放送受信装置について概要を説明する。
【００１０】
　図１は、この実施の形態で説明するデジタルテレビジョン放送受信装置１１の外観と、
このデジタルテレビジョン放送受信装置１１を中心として構成されるネットワークシステ
ムの一例を概略的に示している。
【００１１】
　デジタルテレビジョン放送受信装置１１は、薄型のキャビネット１２と、このキャビネ
ット１２を起立させて支持する支持台１３とから構成されている。キャビネット１２には
、例えば液晶表示パネル等でなる平面パネル型の映像表示器１４、スピーカ１５、操作部
１６、リモートコントローラ１７から送信される操作情報を受ける受光部１８等が設置さ
れている。
【００１２】
　また、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１には、例えばＳＤ（Secure Digital
）メモリカード、ＭＭＣ（Multimedia Card）及びメモリスティック等の第１のメモリカ
ード１９が着脱可能となっており、この第１のメモリカード１９に対して番組や写真等の
情報の記録再生が行なわれるようになっている。
【００１３】
　さらに、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１には、例えば契約情報等の記録さ
れた第２のメモリカード（ＩＣカード）２０が着脱可能となっており、この第２のメモリ
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カード２０に対して情報の記録再生が行なわれるようになっている。
【００１４】
　また、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１は、第１のＬＡＮ（Local Area Net
work）端子２１、第２のＬＡＮ端子２２、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）端子２３及び
ｉ．ＬＩＮＫ端子２４を備えている。
【００１５】
　このうち、第１のＬＡＮ端子２１は、ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとして使用される。
この第１のＬＡＮ端子２１に接続されたＮＡＳ（Network Attached Storage）であるＬＡ
Ｎ対応のＨＤＤ２５に対して、イーサネット（登録商標）により情報の記録再生を行なう
ために使用される。
【００１６】
　このように、ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとしての第１のＬＡＮ端子２１を設けること
により、他のネットワーク環境やネットワーク使用状況等に影響されることなく、ＨＤＤ
２５に対してハイビジョン画質による番組の情報記録を安定して行なうことが可能となる
。
【００１７】
　また、第２のＬＡＮ端子２２は、イーサネット（登録商標）を用いた一般的なＬＡＮ対
応ポートとして使用される。この第２のＬＡＮ端子２２は、例えばハブ２６を介して、Ｌ
ＡＮ対応のＨＤＤ２７、ＰＣ（Personal Computer）２８、ＨＤＤ内蔵のＤＶＤ（Digital
 Versatile Disk）レコーダ２９等の機器を接続し、これらの機器と情報伝送を行なうた
めに使用される。
【００１８】
　なお、ＤＶＤレコーダ２９については、第２のＬＡＮ端子２２を介して通信されるデジ
タル情報が制御系の情報である。その為、デジタルテレビジョン放送受信装置１１との間
でアナログの映像及び音声情報を伝送するために、専用のアナログ伝送路３０を設ける必
要がある。
【００１９】
　さらに、この第２のＬＡＮ端子２２は、ハブ２６に接続されたブロードバンドルータ３
１を介して、例えばインターネット等のネットワーク３２に接続し、そのネットワーク３
２を介してＰＣ３３や携帯電話３４等と情報伝送を行なうために使用される。
【００２０】
　また、上記ＵＳＢ端子２３は、一般的なＵＳＢ対応ポートとして使用されるもので、例
えばハブ３５を介して、携帯電話３６、デジタルカメラ３７、メモリカードに対するカー
ドリーダ／ライタ３８、ＨＤＤ３９、キーボード４０等を接続し、これらの機器と情報伝
送を行なうために使用される。
【００２１】
　さらに、上記ｉ．ＬＩＮＫ端子２４は、例えばＡＶ－ＨＤＤ４１、Ｄ（Digital）－Ｖ
ＨＳ（Video Home System）４２等をシリアル接続し、これらの機器と情報伝送を行なう
ために使用される。
【００２２】
　図２は、上記したデジタルテレビジョン放送受信装置１１の主要な信号処理系を示して
いる。すなわち、ＢＳ／ＣＳデジタル放送受信用のアンテナ４３で受信した衛星デジタル
テレビジョン放送信号は、入力端子４４を介して衛星デジタル放送用のチューナ４５に供
給されることにより、所望のチャンネルの放送信号が選局される。
【００２３】
　チューナ４５で選局された放送信号は、ＰＳＫ（Phase Shift Keying）復調器４６に供
給されて、デジタルの映像信号及び音声信号に復調された後、信号処理部４７に出力され
る。
【００２４】
　また地上波アナログ信号を受信するアナログチューナ６８も設けられている。アナログ
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チューナ６８で受信された信号は、アナログ復調器６９で復調され信号処理部４７に出力
される。
【００２５】
　また、地上デジタル放送受信用のアンテナ４８で受信した地上デジタルテレビジョン放
送信号は、入力端子４９を介して地上デジタル放送用のチューナ５０に供給されることに
より、所望のチャンネルの放送信号が選局される。
【００２６】
　チューナ５０で選局された放送信号は、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Mu
ltiplexing）復調器５１に供給されて、デジタルの映像信号及び音声信号に復調された後
、上記信号処理部４７に出力される。
【００２７】
　ここで、上記信号処理部４７は、ＰＳＫ復調器４６から供給されたデジタルの映像信号
及び音声信号と、ＯＦＤＭ復調器５１から供給されたデジタルの映像信号及び音声信号と
、アナログ復調器６９から供給された映像信号及び音声信号と、さらにライン入力端子か
らの映像信号及び音声信号とに対して、選択的に所定のデジタル信号処理を施し、グラフ
ィック処理部５２及び音声処理部５３に出力している。
【００２８】
　このうち、グラフィック処理部５２は、信号処理部４７から供給されるデジタルの映像
信号に、ＯＳＤ（On Screen Display）信号生成部５４で生成されるＯＳＤ信号を重畳し
て出力する機能を有する。また、このグラフィック処理部５２は、信号処理部４７の出力
映像信号と、ＯＳＤ信号生成部５４の出力ＯＳＤ信号とを選択的に出力すること、また、
両出力をそれぞれ画面の半分を構成するように組み合わせて出力することができる。
【００２９】
　グラフィック処理部５２から出力されたデジタルの映像信号は、映像処理部５５に供給
される。この映像処理部５５は、入力されたデジタルの映像信号を、映像表示器１４で表
示可能なフォーマットのアナログ映像信号に変換し、映像表示器１４に出力して映像表示
させる。
【００３０】
　上記音声処理部５３は、入力されたデジタルの音声信号を、スピーカ１５で再生可能な
フォーマットのアナログ音声信号に変換し、スピーカ１５に出力して音声再生させる。
【００３１】
　ここで、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１は、上記した各種の受信動作を含
むその全ての動作を制御部５６によって統括的に制御されている。
【００３２】
　制御部５６は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を内蔵している。操作部１６か
らの操作情報を受けたとき、または、リモートコントローラ１７から送出された操作情報
を受光部１８を介して受信したとき、制御部５６は、その操作内容が装置に反映されるよ
うに各部をそれぞれ制御している。
【００３３】
　この場合、制御部５６は、主として、そのＣＰＵが実行する制御プログラムを格納した
ＲＯＭ（Read Only Memory）５７と、該ＣＰＵに作業エリアを提供するＲＡＭ（Random A
ccess Memory）５８と、各種の設定情報及び制御情報等が格納される不揮発性メモリ５９
とを利用している。
【００３４】
　制御部５６は、カードＩ／Ｆ（Interface）６０を介して、第１のメモリカード１９が
装着可能なカードホルダ６１に接続されている。これによって、制御部５６は、カードホ
ルダ６１に装着された第１のメモリカード１９と、カードＩ／Ｆ６０を介して情報伝送を
行なうことができる。
【００３５】
　制御部５６は、カードＩ／Ｆ６２を介して、第２のメモリカード２０が装着可能なカー
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ドホルダ６３に接続されている。これにより、制御部５６は、カードホルダ６３に装着さ
れた第２のメモリカード２０と、カードＩ／Ｆ６２を介して情報伝送を行なうことができ
る。
【００３６】
　制御部５６は、通信Ｉ／Ｆ６４を介して第１のＬＡＮ端子２１に接続されている。これ
により、制御部５６は、第１のＬＡＮ端子２１に接続されたＬＡＮ対応のＨＤＤ２５と、
通信Ｉ／Ｆ６４を介して情報伝送を行なうことができる。この場合、制御部５６は、ＤＨ
ＣＰ（Dynamic Host Configuration Protocol）サーバ機能を有し、第１のＬＡＮ端子２
１に接続されたＬＡＮ対応のＨＤＤ２５にＩＰ（Internet Protocol）アドレスを割り当
てて制御している。
【００３７】
　制御部５６は、通信Ｉ／Ｆ６５を介して第２のＬＡＮ端子２２に接続されている。これ
により、制御部５６は、第２のＬＡＮ端子２２に接続された各機器（図１参照）と、通信
Ｉ／Ｆ６５を介して情報伝送を行なうことができる。
【００３８】
　制御部５６は、ＵＳＢ Ｉ／Ｆ６６を介してＵＳＢ端子２３に接続されている。これに
より、制御部５６は、ＵＳＢ端子２３に接続された各機器（図１参照）と、ＵＳＢ Ｉ／
Ｆ６６を介して情報伝送を行なうことができる。
【００３９】
　上記制御部５６は、ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ６７を介してｉ．ＬＩＮＫ端子２４に接続さ
れている。これにより、制御部５６は、ｉ．ＬＩＮＫ端子２４に接続された各機器（図１
参照）と、ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ６７を介して情報伝送を行なうことができる。
【００４０】
　制御部５６は、後述するグループ化録画予約情報処理部として機能する自動録画機能部
５６ａを含む。この自動録画機能部５６ａは、「今すぐニュース」処理部と称してもよい
。この自動録画機能部５６ａは、電子番組表やマニュアルにより、録画予約されている番
組を全て録画し保存する通常の自動録画機能部（ここでは第２の自動録画機能部というこ
とにする）とは異なるものであり、第２の自動録画機能部とは独立して設けられている。
自動録画機能部５６ａは、古い録画番組を自動的に削除し、最新の録画番組を残す機能を
有する。また、録画番組の再生状態において、オンエアーでの番組視聴に切り替えられた
後、再度、録画番組の視聴状態に戻る場合には、レジューム機能が働く。また第２の自動
録画機能部５６ｂによりハードディスクに確保される記憶容量に比べて、自動録画機能部
５６ａによりハードディスクに確保される記憶容量は、十分小さい。
【００４１】
　図３は、上記リモートコントローラ１７の外観を示している。このリモートコントロー
ラ１７には、主として、電源キー１７ａ、入力切換キー１７ｂ、衛星デジタル放送チャン
ネルのダイレクト選局キー１７ｃ、地上波放送チャンネルのダイレクト選局キー１７ｄ、
クイックキー１７ｅ、カーソルキー１７ｆ、決定キー１７ｇ、番組表キー１７ｈ、ページ
切換キー１７ｉ、faceネット（ナビゲーション）キー１７ｊ、戻るキー１７ｋ、終了キー
１７ｌ、青，赤，緑，黄のカラーキー１７ｍ、チャンネルアップダウンキー１７ｎ、音量
調整キー１７ｏ、今すぐニュースキー１７ｐ等が設けられている。
【００４２】
　図４は、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１が、その端子２１～２４に接続さ
れた各機器のうちのデジタル記録機器に番組を記録する動作を説明するフローチャートを
示している。すなわち、番組の記録が要求されることにより処理が開始（ステップＳ１）
されると、制御部５６は、放送信号から取得したＥＰＧ（Electronic Program Guide）情
報に基づいて、図５に示すような番組表を映像表示器１４に表示させる（ステップＳ２）
。
【００４３】
　ユーザは、表示された番組表に基づいて所望の番組の記録予約を実行する（ステップＳ



(7) JP 2009-5372 A 2009.1.8

10

20

30

40

50

３）。この記録予約では、記録すべき番組を番組表から選択するとともに、その番組を記
録させるデジタル記録機器を選択設定することも行なわれる。
【００４４】
　そして、制御部５６は、記録予約した設定時間に達した場合、予約された番組を予約さ
れたデジタル記録機器に記録するように、記録動作を実行する（ステップＳ４）。
【００４５】
　その後、制御部５６は、番組記録動作が正常に完了したか否かを判別する（ステップＳ
５）。ステップＳ５で正常に完了したと判断された場合（ＹＥＳ）、記録を行なったデジ
タル記録機器を特定するための機器情報（機器ＩＤ、機器名、共有フォルダ名等）と、そ
の記録番組に関するイベント情報（イベントＩＤ、チャンネル番号、タイトル、内容説明
、ジャンル、記録範囲、画質モード等）とを前記不揮発性メモリ５９に記録し（ステップ
Ｓ６）、処理を終了（ステップＳ７）する。
【００４６】
　また、ステップＳ５で番組記録動作が正常に完了しなかったと判断された場合（ＮＯ）
、制御部５６は、番組記録動作が正常に完了しなかった旨のメッセージを映像表示器１４
に表示させて（ステップＳ８）、処理を終了（ステップＳ７）する。
【００４７】
　以上の記録動作により、ユーザは、デジタルテレビジョン放送受信装置１１の各端子２
１～２４に接続されている複数のデジタル記録機器を任意に選択して、番組を記録させて
いくことが可能になる。
【００４８】
　図６には、番組の記録予約を行う、別の方法を示している。この記録予約による録画機
能は、以下のような特徴を有する。
【００４９】
　複数の番組録画予約情報をグループ化し、この予約情報に基づいて、予約されている番
組を記録媒体に録画し、この記録媒体に記録された番組のうち、すくなくともグループの
中の最新の番組残し、他の番組を削除するようにしたことを特徴とする。
【００５０】
　この記録予約機能を動作させるためには、リモートコントローラ１７（図３）に設けら
れている“今すぐニュース”というキー１７ｐが操作される。このキー１７ｐを操作する
と、制御部５６内の自動録画機能部５６ａが動作し、図６の画面６０１を表示させる。画
面６０１上では、案内として“はじめての設定　地上放送チャンネル設定”、“初期スキ
ャンを終了しました。設定内容を確認しますか？”という表示が現れる。そして、「はい
」または「いいえ」の選択ボタンが表示される。また、カーソルキー１７ｆのマークが現
れて、操作方法が案内される。今、ユーザが「はい」を選択したとすると、画面６０２の
状態に切換わり、画面のレイアウトがどのようになっているかが表示される。
【００５１】
　画面６０２の状態から、カーソルキー１７ｆでページ切換えを行うこともできる。ここ
で決定ボタン１７ｇを押すと、画面６０３に切換わる。この画面６０３には、画面６０１
の状態で「いいえ」を選択し決定ボタンを押しても、切換わることができる。
【００５２】
　画面６０３では、案内として次のような内容が表示される。“はじめての設定　地上放
送チャンネル設定　地上放送チャンネル設定の内容から、今すぐニュース番組の自動登録
をすることが可能です。今すぐニュース番組の自動登録をおこないますか？”この画面６
０３の状態で、「はい」を選択すると、画面６０４のようにデフォルトで設定された録画
予約番組のリストが表示される。ここでは、ＮＨＫ総合の時間帯が異なる複数のニュース
番組が予約番組となる。リストは、左側からリモコンキーの番号、チャンネル番号、放送
局、放送時間帯というふうに表示される。画面６０４の状態で決定ボタン１７ｇを押すと
、画面６０４に表示されているニュース番組が録画予約番組として登録される。そして画
面は、お好み番組設定状態の画面（例えば図５の画面）に移行する。
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【００５３】
　ここで、上記の設定において、以下の機能或いは条件が与えられている。即ち、
（ａ）メニュー内の「今すぐニュース番組設定」において、定期的に録画を行うニュース
番組の設定が行われている、
（ｂ）一番組みの最大録画時間は９０分である、
（ｃ）最大９番組まで登録可能とする、
（ｄ）「新規登録」のアイテムを選択することで、予約ニュース番組を登録することがで
きる（この機能はあとでも説明する）、
（ｅ）リストの中からすでに登録されている番組の項目を選択すると、予約の取消し又は
維持を選択することができる（この機能もあとで説明する）、
（ｆ）新規登録などで番組が重複した場合は、例えば「録画時間が重なっているため、登
録できません」が表示される、
（ｇ）内蔵の記録媒体、例えばハードディスクの残量が不足し、ニュース番組を録画する
ための容量が確保できない場合には、例えば「内蔵ＨＤＤの残量が不足しているため、こ
の番組を登録できません。番組を削除してから登録しなおしてください。」と言うような
メッセージを表示する。
【００５４】
上記したようにこの発明の基本的な概念は以下の事項を含むものである。
【００５５】
番組予約情報登録部が、複数の録画予約の一部がグループ化した録画予約を登録する。記
録制御部がグループ化した録画予約に対応する予約番組を記録媒体に記録する。再生制御
部が、所定のユーザ操作がされたとき、前記グループ化された録画予約に従い最後に前記
記録媒体に記録した番組を再生する。そして、出力部が記再生制御部により再生された出
力を表示部に出力する。
【００５６】
しなしながら、上記の番組予約情報登録部は、複数の録画予約の一部である少なくとも１
つ録画予約を設定してもよい。この場合は、記録制御部は、少なくとも１つ録画予約に基
づいて予約番組を記録媒体に記録することになる。
【００５７】
図７には、複数の録画予約の一部である少なくとも１つのあるいは１つまたはそれ以上の
録画予約を登録する画面の例を示している。複数の録画予約の一部は通常の録画予約情報
である。
【００５８】
画面６１１上に”今すぐニュース番組設定”という項目とともに、通常の番組録画予約情
報が現れる。ユーザは、リモートコントローラを操作して、所望の番組の録画予約情報に
カーソルを合わせる。次に、ユーザは、決定ボタンを操作する。これにより、１つ若しく
は複数の録画予約情報がグループ化される。
【００５９】
　図８は、登録済みの番組予約情報の削除、番組予約情報の新規登録機能を説明するため
に示した画面の例である。
【００６０】
　今すぐニュース番組設定キー１７ｐを操作すると、画面７０１が現れる。ここでは、す
でに登録されている番組予約情報の項目と、新規登録の項目が表示される。例えばデフォ
ルトとして、いくつかの番組が登録されている。ここで、カーソルを移動させて、例えば
登録されている番組予約情報の項目７０１ａ（画面上では色が変化した状態となる）を選
択し、決定キー１７ｇを押すと画面７０２に移行する。カーソルの移動は、カーソルキー
１７ｆを操作することにより実行される。画面７０２では、選択した番組予約情報による
録画を中止するかどうかの問い合わせが表示される。ここでカーソルキー１７ｆによりカ
ーソルを移動させて、「はい」を選択し、決定キー１７ｇを押すと、画面７０３に移行す
る。つまり、画面７０１において選択していた番組予約情報の項目７０１ａが削除された
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状態となる。画面７０２において、「いいえ」を選択して、決定キー１７ｇを押すと、画
面７０１に戻る。
【００６１】
　次に、画面７０１において、「新規登録」と表示されている項目７０１ｂをカーソルで
選択して、決定キー１７ｇを押すと、画面７０４に移行する。
【００６２】
　画面７０４では、受信する放送の種類を決める（ＢＳ放送、ＣＳ放送、地上波デジタル
放送、地上波アナログ放送がある）。次に、リモコンキー番号と、受信チャンネルなどが
設定される。画面７０４で、決定キー１７ｇを操作すると、画面７０５に移行する。ここ
では、録画する日の設定（毎日または曜日）、時間帯（開始時間と終了時間）が設定され
る。画面７０５で決定キー１７ｇが押されると、画面７０６に移行し、登録されている番
組予約情報の項目の一覧が表示される。
【００６３】
　なお画面７０５から画面７０４に戻るとき、或いは、画面７０２から画面７０１に戻る
ときは、リモコンの戻るキー１７ｋを操作すればよい。また、画面７０４から画面７０５
に移行する場合、及び画面７０５から画面７０６に移行する場合に設定情報が不十分であ
る場合、あるいは録画時間帯が他の登録されている時間帯と重複した場合には、画面移行
が実行されず、警告表示或いは警告音が出力される。
【００６４】
　図９には、録画情報を視聴する場合の例を示している。画面８０１は、オンエアー状態
である、ここでリモートコントローラ１７の今すぐニュースキー１７ｐを押すと、画面８
０２に示すように、録画されている最新のニュース番組の再生が開始される。再生された
初期の期間は、画面の下側に、状態表示として、このニュースが放送された放送時間帯が
表示される。図の例ではＰＭ９：００－ＰＭ０９：１５である。そして同時に再生位置に
対応する時間も表示される。図の例では、再生位置に対応する時間は、ＰＭ０９：０１で
ある。一定時間が経過すると、画面８０４のように、ニュース番組の番組情報は、画面上
からは消えるようになっている。
【００６５】
　画面８０２あるいは画面８０４の状態から、今すぐニュースキー１７ｐを押すと、選局
している番組のオンエアー表示状態となる（画面８０３）。この状態から、さらに今すぐ
ニュースキー１７ｐを押すと、再度、画面８０２或いは８０４に戻る。
【００６６】
　ここで、今すぐニュースを視聴している途中で、オンエアー表示に移り、次に２度目の
今すぐニュースの視聴状態に戻った場合、レジューム機能が働くようになっている。
【００６７】
　「今すぐニュース」処理部としての自動録画機能部５６ａは、電子番組表やマニュアル
により、録画予約されている番組を全て録画し保存する通常の第２の自動録画機能部とは
全く異なる。自動録画機能部５６ａは、第２の自動録画機能部とは、独立して設けられて
いる。自動録画機能部５６ａは、古い録画番組を自動的に削除し、最新の録画番組を残す
機能を有する。また、録画番組の再生状態において、オンエアーでの番組視聴に切り替え
られた後、再度、録画番組の視聴状態に戻る場合には、レジューム機能が働く。また第２
の自動録画機能部によりハードディスクに確保される記憶容量に比べて、自動録画機能部
５６ａによりハードディスクに確保される記憶容量は、十分小さい。
【００６８】
　図１０には、図８の画面７０１で示したように、デフォルトによる予約情報がなく、今
すぐニュースキー１７ｐが押された場合のガイド例を示している。オンエアーの画面９０
１のときに今すぐニュースキー１７ｐが押されると、画面９０２に移行する。ここでは、
オンエアー画像が背景に動画で表示されている中で、案内が表示される。案内としては、
以下のような案内である。“「今すぐニュース番組」が登録されていません。はじめての
設定を行うことで、「今すぐニュース番組」を自動登録することが可能です。はじめての
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設定を行いますか？”
　画面９０２の状態で、ユーザが「いいえ」を選択すれば、画面９０１に戻り、「はい」
を選択すると、画面９０３に移行する。画面９０３では、以下のような案内が表示される
。“はじめての設定　　この度は本機をお買い上げいただきありがとうございました。こ
こでは、デジタル放送を受信するために必要な設定を下記の順に行います。それぞれの設
定放送は、各画面の説明および取扱説明書をご覧ください。”、“地上放送チャンネル設
定→お好み番組設定→郵便番号の設定→電話回線設定→簡易接続テスト”という内容であ
る。
【００６９】
　画面９０３から決定キーを押すと、次の画面に移行し、図８で説明した新規登録の要領
で所望の番組の録画予約情報を作成することができる。
【００７０】
　図１１は、この発明に係る装置の他の動作例を説明するために示した説明図である。予
約情報に基づいてニュース番組が録画されている最中のとき、今すぐニュースキー１７ｐ
が操作された場合は、次のような機能が働く。
【００７１】
　図１１の画面１１０１は、オンエアーの画面である。ここで別のチャンネルでは、今す
ぐニュースの録画予約情報に基づいて、ニュース番組が現在録画されている最中であるも
のとする。ここで、今すぐニュースキー１７ｐが押されると、画面１１０２に移行する。
そして、最新の録画されたニュース番組が再生される。このニュース番組は、現在録画さ
れている最中であるために、追っかけ再生状態となる。
【００７２】
　画面１１０２には、このニュース番組が現在録画されている最中であることを示す状態
表示が得られる。状態表示の中には、ニュースが放送される放送時間帯が表示される。図
の例ではＰＭ９：００－ＰＭ０９：１５である。そして同時に再生位置に対応する時間も
表示される。図の例では、再生位置に対応する時間は、ＰＭ０９：０１である。一定時間
が経過すると、画面８０４のように、ニュース番組の番組情報は、画面上からは消えるよ
うになっている。
【００７３】
　しかし画面１１０２での現在のリアル時刻が９時８分であるとすると、画面１１０２、
１１０３の状態は、追っかけ再生状態である。追っかけ再生状態において、今すぐニュー
スキー１７ｐを押すと、オンエアー画面１１０４に移行する。またオンエアー画面１１０
４に移行したとき、現在の時刻が９時１５分を過ぎてしまい、録画が終了したとする。す
ると画面１１０４の状態から、再度今すぐニュースキー１７ｐを押すと、画面１１０５の
ように、以前に保存されたニュース番組の再生に移行する。上記のような時間表示は、複
数の番組をグループ化して録画予約した場合に有効である。つまり、ユーザは最新のもの
を視聴しているのか、その前のニュースを視聴しているのかを判断しやすくなる。
【００７４】
　図１２には、図２の制御部５６に含まれる自動録画機能部５６ａの動作例を示している
。図８で説明したように設定されている予約情報内の開始時間とタイマーの時間比較が行
われ（ステップＳ１１）、録画開始時間になると受信開始となり（ステップＳ１２）、今
すぐニュース番組の録画が開始される（ステップＳ１３）。録画が終了すればグループ化
されている次のニュース番組の録画準備状態となる（ステップＳ１４、Ｓ１１）。今すぐ
ニュースの録画が行われるステップＳ１３の次に、オンエアー受信指令があったかどうか
の判定が行われる（ステップＳ１３’）。オンエアー受信指令（選局操作）があった場合
には、ステップＳ１６に移行して、オンエアー表示状態に切換わる。また、ステップＳ１
４で録画が終了していない場合、オンエアー受信指令があったかどうかの判定が行われる
（ステップＳ１５）。ステップＳ１５でオンエアー受信指令があった場合には、ステップ
Ｓ１６に移行して、オンエアー表示状態に切換わる。ステップＳ１５でオンエアー受信指
令が無い場合は、ステップＳ１３’に移行し待機状態となる。次に、今すぐニュース表示
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への切換え指令があったかどうかの判定が行われる（ステップＳ１７）。今すぐニュース
表示への切換え指令が無ければ、オンエアー表示が継続される。今すぐニュース表示への
切換え指令が有った場合は、ステップＳ１８に移行して、レジュームによる再生、又は追
っかけ再生が開始される。このステップＳ１８へ移行した後は、ステップＳ１３’の待機
状態となる。
【００７５】
　本発明は上記した実施の形態に限定されることはない。ステップＳ１３’とステップＳ
１４の順序を入れ替え、ステップＳ１５を削除してもよい。
【００７６】
　図１３にはこの発明の装置において特徴部を構成する自動録画機能部５６ａに含まれる
機能をブロック化して示している。
【００７７】
　制御部５６はグループ化録画予約情報処理部として機能する自動録画機能部５６ａを含
む。この自動録画機能部５６ａは、電子番組表やマニュアルにより、録画予約されている
番組を全て録画し保存する通常の自動録画機能部（ここでは第２の自動録画機能部５６ｂ
ということにする）とは異なるものであり、第２の自動録画機能部５６ｂとは独立して設
けられている。第２の自動録画機能部５６ｂの録画予約設定方法は図５で説明した。
【００７８】
　図１２でタイマーと予約情報の比較の結果、受信開始時間であることを決定したとき（
ステップＳ１１，Ｓ１２）、通常の自動録画機能部の予約情報であるのか、自動録画機能
部５６ａに所属する予約情報であるのかを識別している。そしてこの識別結果に基づいて
、処理ルーチンが異なる。今すぐニュースの録画の場合は、図１２に示すフローチャート
に移行する。しかし、自動録画機能部５６ｂの場合は、図１２とは全く異なるルーチンに
移行する。
【００７９】
　次に、自動録画機能部５６ａ特徴をまとめて記載する。
【００８０】
　自動録画機能部５６ａは、番組情報の複数をグループとして登録し、複数の予約番組を
設定する番組予約情報登録部５６ａ１を含む。また、予約番組記録制御部５６ａ４を有す
る。この予約番組記録制御部５６ａ４は、番組情報に基づき、記録媒体２５の予め設定さ
れた記録領域に番組を記録するとき、記録領域が過去に記録した番組のデータにより満た
された場合、記録されている番組のうち古いデータを削除してこの空いた領域に新しい番
組を記録するか、若しくは前記古いデータに新しい番組を上書きする。
【００８１】
　上記「予め設定された記録領域」とは、媒体上の固定された領域であっても良いし、媒
体上では不特定であって上限の容量が予め固定で決められているだけであっても良い。
【００８２】
　最新番組再生制御部５６ａ６は、前記記録媒体に記録されている番組を再生する。表示
出力部５６ａ９は，再生制御部により再生された出力を映像表示器１４に出力する。予約
番組記録制御部５６ａ４は、予約番組を記録媒体に録画し、この記録媒体に記録された番
組のうち少なくとも最新の番組を残し、他の番組を削除する手段を含む。つまり予約番組
記録制御部５６ａ４は、削除番組と保存番組選別機能５６ａ５を有する。
【００８３】
　リモートコントローラ１７は、先にも説明したように記録媒体に記録された前記最新の
番組を再生するための指令を出力するワンタッチキー（今すぐニュースキー１７ｐ）を有
する。
【００８４】
　表示出力部５６ａ９には、表示出力切換え機能５６ａ１０が付随して設けられている。
この表示出力切換え機能５６ａ１０は、キー１７ｐを繰り返し操作することにより、記録
媒体２５に記録されている最新の番組を再生して映像表示器１４に出力する第１の状態と
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、受信部からの受信信号をオンエアー出力として映像表示器１４に出力する第２の状態と
を、交互に切換える。
【００８５】
　更に最新番組再生制御部５６ａ６には、中断位置情報処理機能５６ａ７が関連して設け
られている。この中断位置情報処理機能５６ａ７は、前記第１の状態から第２の状態に切
換えられたときに、前記最新の番組の中断位置情報を保存し、再度、この最新の番組の再
生状態に戻ったときは、前記中断位置情報に基づく位置から再生を開始する。
【００８６】
　またワンタッチキーを操作することにより、記録媒体２５に記録されている最新の番組
を再生して映像表示器１４に出力する第１の状態になったとき、前記最新の番組が録画途
中であった場合は、再生制御部は、最新番組の追っかけ再生を実行する追っかけ再生処理
機能５６ａ８を含む。
【００８７】
　上記の例では、ニュース番組を対象としてグループ化したが、これに限らず、天気予報
の番組であってもよい。また、天気予報とニュース番組の組み合わせであってもよい。ま
たニュース番組以外の番組であっても、最新の放送されたもののみでよい場合は、この番
組の予約情報を登録すればよい。
【００８８】
　又この発明に係る装置は、次の機能を有する。即ち、図６或いは図８に示す画面６０４
、７０１のように複数の番組が録画されるように予約情報を登録した場合、保存指定を行
うこともできる。この場合は、所望の予約情報の項目へカーソルを移動させて、リモート
コントローラの特定のキー、例えば黄色ボタンを押すことにより保存設定がなされる。す
ると、この番組は、録画された後は、ユーザが保存設定を解除しない限り、保存される。
つまり、この番組は削除対象から除外されるし、また上書き対象から除外される。
【００８９】
この装置は、上記の実施形態に限定されるものではない。図１４は、制御部５６の別の実
施の形態である。
【００９０】
自動録画機能部は、つぎのような手段を備えてもよい。即ち、今、自動録画機能部５６ａ
の制御の元で、グループ化した録画予約にしたがって、あるニュース番組が録画されてい
るとする。録画中に録画予定時間（例えば９０分）が経過し、ニュース番組の録画が完結
しなかった場合、このニュースタイトルは、保存しない。この録画の完結判定は、録画完
結判定機能５６ａ１１により行なわれる。
【００９１】
自動録画機能部５６ａによる録画動作は、ユーザが意識することなく、実行される。自動
録画機能部５６ａが録画動作しているとき、ユーザの記録再生装置の操作は、何ら制限を
受けないようになっている。例えば、シングルチューナを搭載した記録再生装置において
、自動録画機能部５６ａの制御による選局チャンネルと、ユーザ操作による選局チャンネ
ルとが異なる場合がある。このような場合は、ユーザ操作による選局チャンネルが優先さ
れる。このようなユーザ操作の優先処理は、ユーザ操作優先処理部５６ｃにより実行され
る。
【００９２】
さらにまた、不完全な録画状態にあるニュース番組が録画中断された場合は、その録画タ
イトルは登録対象とされない。そして、このような不完全が録画状態にあるニュース番組
は、今すぐニュースキー１７ｐでの再生対象とはされない。この処理は、不完全録画番組
処理機能５６ａ１２が実行する。不完全録画状態にあるニュース番組とは、例えば、録画
開始から所定時間経過しても、録画が完了していない番組である。
【００９３】
また、今すぐニュースキー１７ｐが操作されたとき番組情報のデータベースを参照するオ
ンエアーニュース優先選択部５６ｄが設けられていてもよい。オンエアーニュース優先選



(13) JP 2009-5372 A 2009.1.8

10

20

30

40

50

択部５６ｄは、データベースを参照し、現在時刻にオンエアーでニュース番組が放送され
ていることを判定したときは、当該ニュース番組のチャンネルを選択する。これにより、
ユーザは、最新のニュース番組を視聴することができる。また、データベースを参照し、
現在時刻にオンエアーでニュース番組が放送されていることを判定し、かつこのニュース
番組が記録されている途中であるときは、記録されている当該ニュース番組の先頭から再
生するようにしてもよい。
【００９４】
また、今すぐニュースキー１７ｐが操作されたとき、過去、例えば２時間以内に記録され
たニュース録画タイトルがない場合、外部の番組蓄積サーバー上の蓄積ニュース番組を再
生するようにしてもよい。この処理は、外部ストレージ選択部５６ｅが実行する。
【００９５】
また、今すぐニュースキー１７ｐが操作されたとき、過去、例えば２時間以内に記録され
たニュース録画タイトルがない場合、受信機に搭載されているＷｅｂブラウザを起動し、
ニュースサイトの画像を取得するようにしてもよい。この処理は、Ｗｅｂブラウザ選択部
５６ｆが実行する。
【００９６】
　この発明では、番組ストレージ装置として、ビデオサーバを利用してもよい。ビデオサ
ーバーの記録媒体には、全ての放送番組が録画されているものとする。今すぐニュースの
機能を実現するために、例えばリモコンの所定のボタンが押されたとき、記録媒体に記録
されている中から、最新のニュース番組（この例ではジャンルを用いた例）が選択され再
生される。この場合は、当然記録番組とジャンル情報が関連つけて、記録媒体に記録され
る。また、変形例としては記録媒体に記録されている中から、最新の二ヶ国語番組を再生
するようにしても良い。録画番組は、必ずしも録画予約のグループである必要はない。
【００９７】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施
形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】この発明が適用された受信装置の概要を説明するために示した構成説明図である
。
【図２】図１のデジタルテレビジョン放送受信装置の内部をさらに具体的に示す構成説明
図である。
【図３】この発明の装置で使用されるリモートコントローラの概略を説明するために示し
た説明図である。
【図４】図１の装置がＥＰＧ情報に基づいて番組を記録する際の動作を説明するために示
したフローチャートである。
【図５】図１の装置において映像表示器に番組情報が表示された際の例を示す説明図であ
る。
【図６】この発明に係る装置において特徴部を構成する自動録画機能部が動作した際の画
面の例を示す説明図である。
【図７】自動録画機能部が動作するときの他の画面の例を示す説明図である。
【図８】この発明に係る装置において特徴部を構成する自動録画機能部が動作した際の画
面の他の例、今すぐニュース番組の予約情報の設定及び削除の例を示す説明図である。
【図９】は、この発明に係る装置において特徴部を構成する自動録画機能部が動作した際
の画面のさらに他の例、今すぐニュース録画番組の再生状況、を示す説明図である。
【図１０】この発明に係る装置において特徴部を構成する自動録画機能部が動作した際の
画面のまた他の例、はじめての今すぐニュース録画の設定例、を示す説明図である。
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【図１１】この発明に係る装置において特徴部を構成する自動録画機能部が動作した際の
画面のさらに他の例、追っかけ再生を行うときの画面の例、を示す説明図である。
【図１２】この発明に係る装置において特徴部を構成する自動録画機能部が動作した際の
フローチャートの例を示す説明図である。
【図１３】この発明に係る装置において特徴部を構成する自動録画機能部に含まれる機能
をブロック化して示す説明図である。
【図１４】自動録画機能部の他の例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００９９】
　１１…デジタルテレビジョン放送受信装置、１２…キャビネット、１３…支持台、１４
…映像表示器、１５…スピーカ、１６…操作部、１７…リモートコントローラ、１８…受
光部、１９…第１のメモリカード、２０…第２のメモリカード、２１…第１のＬＡＮ端子
、２２…第２のＬＡＮ端子、２３…ＵＳＢ端子、２４…ｉ．ＬＩＮＫ端子、２５…ＨＤＤ
、２６…ハブ、２７…ＨＤＤ、２８…ＰＣ、２９…ＤＶＤレコーダ、３０…アナログ伝送
路、３１…ブロードバンドルータ、３２…ネットワーク、３３…ＰＣ、３４…携帯電話、
３５…ハブ、３６…携帯電話、３７…デジタルカメラ、３８…カードリーダ／ライタ、３
９…ＨＤＤ、４０…キーボード、４１…ＡＶ－ＨＤＤ、４２…Ｄ－ＶＨＳ、４３…アンテ
ナ、４４…入力端子、４５…チューナ、４６…ＰＳＫ復調器、４７…信号処理部、４８…
アンテナ、４９…入力端子、５０…チューナ、５１…ＯＦＤＭ復調器、５２…グラフィッ
ク処理部、５３…音声処理部、５４…ＯＳＤ信号生成部、５５…映像処理部、５６…制御
部、５７…ＲＯＭ、５８…ＲＡＭ、５９…不揮発性メモリ、６０…カードＩ／Ｆ、６１…
カードホルダ、６２…カードＩ／Ｆ、６３…カードホルダ、６４…通信Ｉ／Ｆ、６５…通
信Ｉ／Ｆ、６６…ＵＳＢ Ｉ／Ｆ、６７…ｉ．ＬＩＮＫ　Ｉ／Ｆ。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(17) JP 2009-5372 A 2009.1.8

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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